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2023 新春

あけまして
おめでとうございます

“光陰矢の如し”と申しますが、本当に時の流

れが早く感じられます。皆様におかれましては、

いかがお過ごしでしょうか。

相変わらずのコロナ禍ではありますが、地域の

皆様が集い合う憩いの場としてコミュニティセン

ターを最大限活用して頂こうと、日夜思いを巡ら

している次第です。

昨年は、高齢の方を対象とした認知症予防講座

やスマホ教室、小学生を中心としたナイトハイク

や防災キャンプなどを開催し多数の参加者で賑わ

いました。

裏面で紹介しています様々の教室や同好会も明

るく和やかに活動されています。より活性化のた

めに、新たな生徒さんの参加を心より願っていま

す。

４０名にも及ぶ「給食ボランティア」の皆様の

献身的な活動には、本当に”感謝”です。月２回、

９０食の「お弁当」作りに止まらず、様々な行事

にご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

上井地区の皆様、センターへの応援よろしくお

願い致します。

一致団結して、明るく楽しい１年に致しましょ

う！！

上井コミュニティーセンター

館長 田中佑和

今年が“飛躍”の年、平
和の訪れる世界でありま
すように。願いを込めて、
新春の作品と取材記事を
届けます。（編集委員会）

「板画で年賀状つく

ろう！」教室からの

年賀状

飛躍

油彩画「波」
（横山尚登さん=福庭：鳥取県展入選作品）

「今回は、波そのものを描きたいと思い、周辺

の風景は極力排除しました。地球の鼓動を感じ

ながら描くことが出来ました」

「子ども硬筆・毛筆教室」
新春の力作

講師 山田美鈴先生（県展書道部

門無鑑査書家）のコメント

「2023年うさぎ年。うさぎが元

気に跳びはねるように、今年も

がんばる！という気持ちで書き

ました。明るく力強い作品が出

来ました」

問 どんな子どもでしたか？

答「良く言えば天真爛漫。

ヤンチャでガキ大将。高

校時代、停学もありました」

「祖母の影響で、幼い頃か

らよく映画を観ていました。

雑誌『スクリーン 』によ く投

稿し採用されました。我が

家の 教育方針には規制と

いうものはなかったですが、

ピアノとバイオリンには通っ

てました。高校ではソフトボー

ルやってました」

問 脚本家の道に進まれま

したが。思い当たることは？

答「物心つく頃から絵本を

読み聞かせてました。中

学1年位まで、『読んで！』

とせがまれたことを思い

出します…」

問 今、すごい活躍ですね。

答「近県である講演には、

夫婦で聴きに行ってます。

彼の書くものの中には、

親の私たちの事があから

さになり恥ずかしい時もあ

りますが、まぁ、彼の“メシ

のタネ”になっていると思

えばうれしいですよ」

【取材を終えて】倉吉の自

然の中 で自 由奔放に育ち、そ

の記憶が財産となり今の活躍に

つな がっている。紛れもな く両

親の愛情が注がれていたこと気

づかされたひと時でした。

※「喜劇愛妻物語」は「2 019東

京国際映画祭」で最優秀脚本

賞。小 説の「弱虫日記」には、

河北小や天神川がと～じょう！

上 井 の
元気な人

足 立 紳 さ ん

（脚本家・映

画監督 =海田

西町出身）

倉
吉
の
自
然
の
中
で
、

自
由
奔
放
に
育
っ
て…

、

秋か ら始まるＮＨＫ朝

ドラ 「ブギ ウギ」の脚本

担当は、足立紳 (しん )さ

ん。物語の主人公 は、

戦後、 “ブギの女王 ”と

言われた笠置シヅ子が

モ デル 。紳 さん のご両

親にエピソード等聞きま

した。(三木・杉本)

【子どもの声】

▽「板を彫るのが大

変だったけど、色

をつけたら良いの

が出来た」

▽「友達に送るの

が楽しみです」

【保護者の声】

▽「子どもと一緒に

挑戦して楽しかっ

た」

▽「色つけが思うよ

うになかなかなら

ず、苦戦しました」

年賀状を

作って

wik ipe dia よ

り転載

願いは、“混迷”の終焉(しゅうえん)・平和な世界

お知らせ
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２
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“ヨーイ、ドン！”(前回の大会)



    ６日（金）
河北小学校　始業式

16:00
　13日（金） 9:30
　１８日（水） 出張スマホ教室（インターネットを使ってみよう） 10:30

19:00
社会教養部会 19:00

19:00
生活環境部会 19:00

 ２月５日（日） 上井地区自治公民館協議会　総会 10:00

【教室・講座】

10:15

18:30

10:00

13:30

水墨画教室 13:30

板画教室 10:00

リラックスヨガ 10:00

【同好会】

コーラスあげい 9:30

20:00

10:00

【その他】　

なごもう会 13:00

河北中学校　始業式

　1０日（火）

 (火曜）    　　　　　　　　　１７日

太極拳同好会
（月曜）　 　　　 １６・２３・３０日

（金曜） 　　 ６・１３・２０・２７日

書道教室

副館長・総務部会

体育部会

（水曜）  　 　　　　 　１１・１８日

（水曜）    　　　　　　１１・２５日

（日曜）                 　  １５日

（金曜）  　　　　　　　　６・２０日

　　　　　 　 　　　　　　　　１７日

３Ｂ体操
（月曜）　 　 　　１６・２３・３０日

（月曜）　 　　　 １６・２３・３０日

上井地区民生児童委員協議会
上井地区自治公民館協議会　館長会

（水曜）  　 　　　　 　１１・１８日

　24日（火）

　２6日（木）

今月の「ふれあい給食」サービス １２・１９日

あげい・12月の点描

森保ジャパンの劇的

勝利やＰＫ戦になった

決勝戦…。そんな、サッ

カーＷ杯の余韻が残る

中、1７日には寒気団

が南下。本格的な冬到

来になりました。上井

の、何気ない街角風景

を切り取ってみました。

例えば…、♪あれ～どがに

いすっだいな！♪など、方言

いっぱいのセリフ入りの歌を

唄う“笑歌村塾”こと石川達

之さん(湯梨浜町出身)。

家でも簡単に作れるレシピで、生地づくりから野

菜のカット・トッピングまで各々が仕上げ、オー

ブントースターで焼き上げて持ち帰りました。

参加した子どもたちは、「生地を作る時、粘土

みたい」「延ばすのに力が要って難しかった」。

「自分の家で、お母さんと一緒に作ったことがあ

る」「簡単に作れた」などと言いながら楽しそう

に作っていました。 (三)

「河北小学校見守りボラ

ンティア」の総会

12月16日（金）

編
集
後
記

鳥取県から。公式ＬＩＮＥ

「認知症の正しい理解と予防」
講演会に６０名が参加
（地区社福協・上井コミセン共催）

12月16日、竺

長清子さんによる

「キッズのXmas

ピザ作り」があり

多くの小学生が参

加しました。

「なんべん打っても、下手

だわ！」「こがにぃするだぁ

でぇ」と手助けする人と、

和やかなソバ打ち。

給食ボランティアの方が

準備されていた、おにぎり・

天ぷらなどの数々のご馳走

「見守りボランティア」は、13名で9月に発足。現

在は22名(目標は50名)で、現在も募集中です。

３ヶ月の活動を、メンバーの方が一人ずつ報告。

・子供達から「こんにちは」「さようなら」と返

事が返って来るようになり、元気をもらっている。

・子供から「お礼の手紙」をもらった。・信号待ち

の時は、点字ブロックの手前で待つように指導しま

した。・押しボタンの歩道は車がすぐには停まらな

い。要注意です。

河北小学校の校長・教頭先生も出席しておられ、

「大きな事故・不審者の出没などもなく、安心して

いる」と感謝しておられました。(佐)

研究指定事業
「クリスマスのピ
ザ作り」

初雪。３～５㌢ほどの積雪。（12月

17日正午頃・河北地区内)

活
動
の
風
景

和やかに会食。

収穫の一部は、地域グルー

プの交流に“プレゼント”
「ふれあい
ソバつくり」

日本が独・スペイン

を撃破した、Ｗ杯ドー

ハ大会。ＴＶ応援する

度に、あの、“ドーハの

悲劇”のスタジアムの

グランドに横たわった

ことを思い出しました。

「ドーハ空港で7時間

待ち」ツアーの時、添

乗員さんにガイドされ

たのです。(戸)▽今年

も「コミセンだより」編集

を頑張ります。作品や

話題等ををお寄せ下さ

い。(楠本・杉本・佐々

木・三木・戸田)

お
知
ら
せ

「心の元気講演家」石川さ
んのトークに大笑いの連続

【11月29日（火）=上井コミセン】

第１部：認知症予防第一人者の浦上克哉教授（鳥

大医学部）の講演

第２部：倉吉市認知症地域支援推進員=大久保美智

子さん「ご近所の見守り支え合いで、こ

れからの町づくりを」

認知症を進行させる要因は、①コロナ禍等で外出

を控えて、筋肉量が減る。②聴力が低下③睡眠不

足など。そして、早期発見には、“ご近所”での

声かけが有効。「マグノリア」と連携することが

大事と話されました。

参加者は、「認知症サポーター養成講座」の研

修を受講したことになり、サポーター認定カード

が渡されました。

参加者の声「浦上先生にもお会いしたかったのと、

認知症他人事とは思えないので来ました。とても

参考にな

りました」

「サポー

ターが増

えると安

心して暮

らせます

ね」

上 井地区
住民 福 祉

大会

Ｔ
Ｖ
で
も
お
馴
染
み
の
浦

上
先
生
が
講
演

が配膳され、和やかな「収穫祭」(12/6と11日)にな

りました。(戸)

焼き上げたピザを

“お持ち帰りしました”

高齢者の集い
「 泣い て笑っ て
心の健康」

「お年寄り・男の

料理教室」

２月１６日 (木)

ｎｃｎＴＶの取材がありま

した。（令和２年２月１９日）

生地づくり中

ユニークな歌とトークの講演会(12月2日:上井コミセン)

に参加しました。

消防士生活で体験したこと、両親のことなど歌を交え

話されました。テーマ通り、涙と笑いの連続でした。「いっ

ぱい笑いを味わい、素敵な時間を過ごしました」と多く

の参加者の声。私も、あらためて自分の両親に感謝の

言葉を伝えたいと思った講演会でした。(楠)

「
12
月
の
Ｋ
プ
ラ
ザ
に
は
家
族
と

過
ご
す
ク
リ
ス
マ
ス
と
正
月
用
品

で
い
っ
ぱ
い
で
す
」(

杉)

倉吉駅南口昇降口の門松


